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リチウムイオン電池の概要について 

 

１ リチウムイオン電池の種類について 

現在、製造されているリチウムイオン電池は、形状、用途等から数種類に区分できる。以

下に、リチウムイオン電池の種類と特徴を示す。なお、複数本のリチウムイオン単電池を電

気的に接続させたものは「モジュール」と呼ばれる。 

 

種類 特徴 電解液量等 
エネルギー

密度 
用途 

円筒型 
大きさ：直径 18 ㎜、長さ 65 ㎜

外装：金属缶 
液体で封入されている。

電解液量は約２ミリリ

ットル程度。 

最大で 600

Ｗｈ／Ｌ程

度 

パソコンのバ

ッテリー等 

角型 

大きさ：厚み５㎜、幅 40 ㎜、

高さ 50 ㎜程度 

外装：金属缶、樹脂製 

 

400Ｗｈ／Ｌ

程度 
携帯電話等 

大きさ：長さ 17 ㎝、幅４㎝、

高さ 11 ㎝程度 

外装：金属缶 

液体で封入されている。

電解液量は約 100 ミリ

リットル。 

200Ｗｈ／Ｌ

程度 

電気自動車、

産業用工作機

器等 

ラミネ

ート型 

大きさは角形とほぼ同じであ

るが、外装がラミネートフィル

ムで作られている。 

ゲル状の電解液が封入

されている。 

400Ｗｈ／Ｌ

程度 
携帯機器等 

大きさ：長さ 250 ㎜、幅 140 ㎜、

高さ 9㎜程度 

外装：ラミネートフィルム 

固体の材質に電解液を

含浸させた状態で、電極

と積層されている。 

170Ｗｈ／Ｌ

程度 
電気自動車 

 

 

２ リチウムイオン電池に使用される電解液について 

 リチウムイオン電池の電解液には、エチレンカーボネート（ＥＣ）、ジメチルカーボネー

ト（ＤＭＣ）、ジエチルカーボネート（ＤＥＣ）等の引火性有機溶媒が使用され、複数種の

有機溶媒を様々な割合で混ぜ合わせた混合液が用いられている。当該混合液は、石油製品等

と同様に引火点を持つため、消防法上の危険物（引火性液体）に該当する。 

 

３ リチウムイオン電池の構造について（円筒型リチウムイオン電池の例） 

 リチウムイオン電池には、火災等により電池の内部圧力が上昇した場合に、電池が破裂・

爆発しないよう、内部の圧力を低下させるための内圧低下機構（いわゆる安全弁）が必ず備

わっている。この内圧低下機構は、平成７年頃の電池においても備わっていた。 
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４ リチウムイオン電池の製造工程等について 

 リチウムイオン電池の製造工程及びライフサイクルは概ね以下のとおり。 

 

≪ライフサイクル≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

≪製造工程≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（円筒型リチウムイオン電池の構造例） 

電池の製造 廃棄処理 電池を含む装置

等の設置・運用 

電池の保管 

装置への組込等 

一般取扱所 屋内貯蔵所 

一般取扱所 

一般取扱所 屋内貯蔵所 

一般取扱所 

（大量のリチウムイオン電池を取り扱う場合）

（行政刷新会議「規制仕分け」資料より抜粋）

封口前 

封口後 


